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第 3 章では，製鋼工程における表皮下介在物の発生防止法について述べている D すなわち表皮下介
在物が最終製品の表面品質に悪影響を及ぼすことを実証し，ついで介在物を製鋼段階で除去するため
の転炉での新しい精錬法の開発ならびに取鍋での溶鋼処理法について述べ，さらにこのように製鋼段
階で溶鋼の清浄化をはかつても鋳造工程で溶鋼が再酸化すれば欠陥が発生しうることを指摘している。
第 4 章では，造塊工程における表皮下介在物防止法の開発について述べている。すなわち造塊工程
で溶鋼の再酸化が起り，鋳型内にある程度の量の大型介在物が持ち込まれるのは避けがたいことを示
すとともに，鋳型内で大型介在物を分離除去する方策として，鋳型内における溶鋼面上昇速度と溶鋼
表面被覆剤の物性を適正化する必要があることを指摘し，高粘度表面被覆剤を用いた低速下注鋳造法
を提案している。さらにこれを実用鋼塊に適用し，欠陥防止に有効なことを証明している。
第 5 章では，連続鋳造工程における表面欠陥防止法について述べている。すなわち代表的な表面欠
陥である縦割れ，のろかみについて鋳型内に添加する表面被覆剤との関連を調査・研究し，表面被覆
剤の物理的，化学的性質が鋼の表面品質を大きく左右することを見出している。さらにこれらの知見
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をもとに，縦割れ，のろかみの発生機構をより明確にし，鋳造鋼種，鋳造条件に合った適正な表面被
覆剤を開発している。また横割れについては，鋳片の冷却法，連鋳機の機械的要因が大きく影響する
ことを示し，割れの発生しない鋳片冷却法の開発，ならびに連鋳機における機械整備法について論じ
ている。
第 6 章は総括で，本研究を通観して主要な事項をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，表面欠陥の少い良質鋼の製造技術を開発することを目的として，造塊法および連続鋳造
法により製造される鋼塊および鋳片に発生する主な表面欠陥について理論的・実験的に検討し，それ
らの効果的な防止法について論じたもので その主な成果を要約すると次のようになる。
(1)鋼塊の表皮下介在物が製品の表面品質に悪影響を及ぼすことを定量的に明らかにするとともに，
本欠陥の防止には，製鋼時，転炉における適切な終点制御および取鍋内溶鋼処理により大型介在物
を分離除去することが重要であることを指摘し，これを実証している。
(2) 造塊工程においては溶鋼の再酸化による大型介在物の形成が避けがたいことを明らかにするとと
もに，造塊時，鋳型内で大型介在物を低減させる方策として，高粘度表面被覆剤を用いた低速下注
法を提案し，実用鋼塊でこれが欠陥防止に卓効のあることを確認している。
(3) 連続鋳造工程における縦割れ，のろかみなどの表面欠陥発生と表面被覆剤物性との関連を，理論
・実験両面から明らかにし，さらにこれらの知見をもとに，鋼種，鋳造条件に合った適正な表面被
覆剤を開発している。
以上のように，本論文は表面欠陥の少い良質鋼製造に関し多くの新しい知見を与えており，その成
果は冶金工学ならびに鉄鋼製造技術の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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